
パブリック・コメント制度による

「富士市観光基本計画 見直し（案）」 

に対する意見募集について 

令和元年１２月 

富士市 産業経済部 富士山・観光課 

● 意見募集期間 令和元年 12 月 13 日（金）から令和２年１月 15 日（水）

● 意見の提出方法 直 接 の 場 合  富士市役所５階 富士山・観光課へ

郵 送 の 場 合  〒４１７－８６０１

富士市永田町１丁目１００番地

富士市産業経済部富士山・観光課あて

ＦＡＸの場合  ０５４５－５５－２９３７

  E メールの場合  sy-fujisankankou@div.city.fuji.shizuoka.jp

市ウェブサイト  パブリック・コメントコーナーから

専用フォームへ

意見の記載方法  様式は問いませんが、案件名「富士市観光基本計画 見直し

（案）」、意見、住所、氏名、電話番号を明記してください。



富士市観光基本計画 見直し（案）の概要 

１  本計画の目的 

 本市においては、自然資源や歴史・文化資源等と、製紙業を中心として発展してき

た「産業」を観光として活用し、交流人口を拡大させることによって、地域経済の活

性化を図ることが重要であると考えています。このためには、隠れた資源の掘り起こ

しや既存資源の磨き上げ、プロモーション等様々な施策の推進が求められます。 

 そこで、世界遺産・富士山の麓にあることを活かした、本市ならではの観光振興に

取り組む施策を「富士市観光基本計画」に定め、推進しています。 

２ 本計画見直しの経緯 

 平成 27 年３月に策定された「富士市観光基本計画」の計画期間は 10 年間となって

いますが、変化の激しい時代の中、柔軟性のある取組が求められることから、前期の

５年間（平成 27 年度～令和元年度）の進捗状況を踏まえ、後期の５年間（令和２年

度～令和６年度）に向けた見直しを行うものです。

■富士市観光基本計画 見直しに当たっての検討会（８月、10 月）

 富士市観光基本計画推進会議の委員の皆様にお集まりいただき、前期の評価・今後

の課題、今後の施策展開について具体的に議論していただきました。

■庁内検討会（９月）

 庁内関係課から、計画の見直しについて具体的な意見を聴取しました。

３ 本計画の位置付け

 平成 23 年３月に策定した第五次富士市総合計画の将来像や基本構想に示された目

指す都市像「富士山のふもと しあわせを実感するまち ふじ」を実現するための個

別計画として位置付けます。 



４ 計画における施策の展開

1．産業資源の活用 

2．富士山の眺望と文化の活用

基本コンセプト

＜施策＞ 

・田子の浦港や富士山しらす街道の活性化 

・観光農園の活用 

・地元特産品のＰＲ強化 

・工場夜景の活用 

・紙のまちの情報発信 

・岳南電車の活用 

・写真コンテストの活用 

・富士山ビューポイントの活用 

・茶畑保存による景観保全 

・富士山かぐや姫ミュージアム（市立博物館）と

広見公園の活用 

・富士山登山ルート 3776 の活用とＰＲ 

・まちの駅・観光ボランティアガイド等の充実 

・外国人対応の充実 

・富士山観光交流ビューローによる情報発信と 

観光案内機能等の充実 

・コンベンション（ＭＩＣＥ）の誘致 

・岩本山・かりがね堤の活用 

・歴史公園・自然公園の活用 

・富士川・松野地区等の文化財の活用 

・須津川渓谷の活用 

・湧水資源の活用 

・市内のまつり等のＰＲ 

・官民で連携したスポーツイベント・スポーツ合

宿の誘致 

・スポーツ施設の整備・活用 

・サイクルツーリズムの推進 

・観光スポットでの受入環境の向上 

・田子の浦港の賑わいづくり 

・富士山の見える産業観光拠点の形成 

・主要な観光スポットへのアクセス向上 

・道の駅の計画的な施設改修と活用 

・ＩＣＴの活用 

・観光案内看板の整備等 

・富士地域（富士市・富士宮市）の連携強化 

・静岡県および他市町村との連携 

・富士山静岡空港を活用した富士山の観光振興 

の推進 

3．おもてなしの推進 

4．歴史・自然の活用 

5．スポーツ交流の推進 

6．観光インフラの整備 

7．広域連携の強化 

＜事業＞ 

世界遺産 

「富士山」を

最大限活用した

観光振興 



５ 意見募集について

 「富士市観光基本計画 見直し（案）」について、計画における施策の展開を示し

た第Ⅶ章についての考え方や取組内容に対して、ご意見、ご提案を具体的にお聞か

せください。また、計画全体についても、自由な意見をお寄せください。


